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剰余金の配当に関するお知らせ 
 
 当社は、平成 24 年４月 26 日開催の取締役会において下記のとおり平成 24 年３月 31 日を基準日と

する剰余金の配当を行うことを決定いたしましたのでお知らせします。 
 

記 

1． 配当の内容 

 決定額 
直近の配当予想 

（平成 23年 10月 25日公表）

前期実績 
（平成 23 年３月期） 

基準日 平成 24 年３月 31 日 同左 平成 23 年３月 31 日 

１株当たり配当金 10 円 00 銭 15 円 00 銭 53 円 00 銭 

配当金の総額 17 百万円 － － 

効力発生日 平成 24 年６月 20 日 － － 

配当原資 利益剰余金 － － 

 

2． 理由 

 当社の利益配分については、将来の事業展開に必要な内部留保を確保しつつ、業績と配当金額と

の連動性を重視しています。内部留保金については、将来の成長分野及び研究開発への投資により

事業・業績の拡大を図るとともに、財務体質の強化にも努めています。配当の時期については中間

配当と期末配当の年２回としており、具体的な利益配分に関する基本方針は以下のとおりです。 

 ① 業績に連動した配当金額とする。 

 ② 配当性向の目標を 30％とする。 

 当期においては、税制改正による税率変更に伴い期末繰延税金資産の減額修正があったため、法

人税等の負担率が 43.9％（前年は 37.6％）となり、当期純利益が減少しております。そのため、

当期の期末配当については１株当たり 10 円とする案を株主総会にお諮りいたします。その結果、

中間配当（１株当たり 10 円）と合わせ、年間で前期比 43 円減配の 20 円（配当性向 30.2％）とな

る予定です。 

 

（参考）年間配当の内訳 

 １株当たり配当金 

基準日 中間期末 期末 年間 

配当予想  10 円 20 円 

当期実績 10 円   

前期実績（平成 23 年３月期） 10 円 53 円 63 円 

 

 

以上 


